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A. 研究目的 

全国で397施設が地域がん診療連携拠点病院と

して指定されており、当該地域におけるがんの診

断・治療やがん患者・家族の支援を積極的に行う

ことが期待されている。しかし、各施設は設立母

体やその目的によって同一に扱うことができな

いと思われることから、平成 24 年度の研究では

2011 年調査の地域がん診療連携拠点病院現況調

査結果を、平成 25 年度は 2012 年調査の地域がん

診療連携拠点病院現況調査結果を用いて、それぞ

れの拠点病院の施設状況に応じた相談支援セン

ターの在り方を検討することを目的とした研究

を行ってきた。 

 

B. 研究方法 

地域がん診療連携拠点病院現況調査 2011 年、

2012 年の報告書データをもとに解析を行った。

現況調査のデータは、大学付属病院、全がん協加

盟施設、一般病院（病床数 499 以下）、一般病院

（病床数 500 以上）の 4 群に分けて集計・解析を

行った。 

（倫理面への配慮） 

 拠点病院の施設調査データを用いており、患者

個人を特定する項目は全く使用していない。 

 

 

 

 

研究要旨：全国で地域がん診療連携拠点病院に指定された397施設への2011年と2012年の

調査結果資料をデータとして用いて、がん診療連携拠点病院における相談支援センターの体

制や業務の在り方に関する検討を平成24年度研究、平成25年度研究として行ってきた。相

談支援センターとしての体制や業務は、各施設の設立母体や目的、病床数、がん患者割合な

どを考慮し、全国一律ではない対応の必要性が示唆された。また、また相談支援センターの

スタッフの中心は看護師、社会福祉士（SW)が中心で、臨床心理士や医療心理に携わる者の

関与が少なかった。 

7.8 ( 6.80 ) 7 ( 3.10 ) 4.9 ( 2.50 ) 6.5 ( 4.20 ) 6.3 ( 4.50 )
22 ( 0.26 ) 3 ( 0.10 ) 28 ( 0.21 ) 37 ( 0.25 ) 90 ( 0.23 )
26 ( 0.31 ) 9 ( 0.31 ) 51 ( 0.38 ) 56 ( 0.38 ) 142 ( 0.36 )
20 ( 0.24 ) 9 ( 0.31 ) 40 ( 0.29 ) 30 ( 0.20 ) 99 ( 0.25 )
9 ( 0.11 ) 5 ( 0.17 ) 7 ( 0.05 ) 15 ( 0.10 ) 36 ( 0.09 )
8 ( 0.09 ) 3 ( 0.10 ) 10 ( 0.07 ) 9 ( 0.06 ) 30 ( 0.08 )

表１　相談員の人数および職種数

５職種以上

相談員数
職種数

人数
１職種
２職種
３職種
４職種

大学付属病院
(85施設）

全がん協施設
(29施設）

500床未満病院
（136施設）

500床以上病院
(147施設）

総計
（397施設）

 



C. 研究結果 

 平成 24 年～25 年度の研究成果により、年間の

全入院患者に占めるがん患者の割合が大学付属

病院で 29％、全がん協加盟施設で 62％、その他

の一般病院で 22～23％と異なることが明らかと

なった。最もがん患者割合が低かった施設は一般

病院で 7％であった。 

 相談支援センターの相談員について各施設の

人数とその職種について分析をおこなったとこ

ろ、相談員数は大学付属病院 7.8 人、全がん協 7.0

人、500 床未満病院 4.9 人、500 床以上病院 6.5

人であった（表１）。また職種に関しては、２職

種の施設がもっとも多く、全施設中の 36％を占め

ていた。 

 相談員の職種に関しては（表２）、看護師、社

会福祉士（SW）が中心で、他の職種の関与は低

かった。とくに臨床心理士、医療心理に携わる者

の関与が低かった。 

 

D. 考察 

 地域がん診療連携拠点病院では相談支援セン

ターの設置が義務付けられているが、その体制や

業務に関しては定まったものがなく、基準的な体

制や業務内容の構築が求められるが、本研究の結

果、各施設の設立母体や目的等によって対象とす

るがん患者の数や処置等が異なっていることが

推測されたことから、各施設の現状に応じた相談

支援センターの構築が望まれる。 

 

E. 結論 

 地域がん診療連携拠点病院の現況に即した相

談支援センターの体制整備や業務・運営が望まれ

ることから、各施設に応じた対応策の構築が望ま

れる。 
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No 職種

保健師 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.03 ) 3 ( 0.02 ) 2 ( 0.01 ) 6 ( 0.02 )
精神保健福祉士 2 ( 0.02 ) 1 ( 0.03 ) 4 ( 0.03 ) 3 ( 0.02 ) 10 ( 0.03 )
社会福祉士（SW) 39 ( 0.46 ) 9 ( 0.31 ) 61 ( 0.45 ) 62 ( 0.42 ) 171 ( 0.43 )
事務員 1 ( 0.01 ) 0 ( 0.00 ) 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.01 ) 2 ( 0.01 )
看護師 35 ( 0.41 ) 16 ( 0.55 ) 53 ( 0.39 ) 69 ( 0.47 ) 173 ( 0.44 )
医療心理に携わる者 1 ( 0.01 ) 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.01 ) 1 ( 0.01 ) 3 ( 0.01 )
医師 7 ( 0.08 ) 2 ( 0.07 ) 7 ( 0.05 ) 6 ( 0.04 ) 22 ( 0.06 )
SW(上記以外） 0 ( 0.00 ) 0 ( 0.00 ) 7 ( 0.05 ) 1 ( 0.01 ) 8 ( 0.02 )
臨床心理士 1 ( 0.01 ) 0 ( 0.00 ) 0 ( 0.00 ) 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.00 )
薬剤師 1 ( 0.01 ) 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.01 ) 4 ( 0.03 ) 6 ( 0.02 )
保健師 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.03 ) 2 ( 0.01 ) 2 ( 0.01 ) 5 ( 0.01 )
精神保健福祉士 8 ( 0.09 ) 3 ( 0.10 ) 10 ( 0.07 ) 8 ( 0.05 ) 29 ( 0.07 )
社会福祉士（SW) 20 ( 0.24 ) 10 ( 0.34 ) 35 ( 0.26 ) 40 ( 0.27 ) 105 ( 0.26 )
事務員 4 ( 0.05 ) 2 ( 0.07 ) 3 ( 0.02 ) 7 ( 0.05 ) 16 ( 0.04 )
看護師 24 ( 0.28 ) 6 ( 0.21 ) 39 ( 0.29 ) 35 ( 0.24 ) 104 ( 0.26 )
医療心理に携わる者 2 ( 0.02 ) 1 ( 0.03 ) 7 ( 0.05 ) 1 ( 0.01 ) 11 ( 0.03 )
医師 1 ( 0.01 ) 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.01 ) 0 ( 0.00 ) 2 ( 0.01 )
SW(上記以外） 2 ( 0.02 ) 3 ( 0.10 ) 10 ( 0.07 ) 13 ( 0.09 ) 28 ( 0.07 )
臨床検査技師 0 ( 0.00 ) 0 ( 0.00 ) 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.01 ) 1 ( 0.00 )
薬剤師 3 ( 0.04 ) 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.01 ) 3 ( 0.02 ) 7 ( 0.02 )
保健師 1 ( 0.01 ) 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.01 ) 1 ( 0.01 ) 3 ( 0.01 )
精神保健福祉士 4 ( 0.05 ) 2 ( 0.07 ) 6 ( 0.04 ) 4 ( 0.03 ) 16 ( 0.04 )
社会福祉士（SW) 2 ( 0.02 ) 2 ( 0.07 ) 7 ( 0.05 ) 5 ( 0.03 ) 16 ( 0.04 )
事務員 6 ( 0.07 ) 1 ( 0.03 ) 9 ( 0.07 ) 11 ( 0.07 ) 27 ( 0.07 )
管理栄養士 1 ( 0.01 ) 0 ( 0.00 ) 0 ( 0.00 ) 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.00 )
看護師 8 ( 0.09 ) 4 ( 0.14 ) 15 ( 0.11 ) 12 ( 0.08 ) 39 ( 0.10 )
医療心理に携わる者 7 ( 0.08 ) 3 ( 0.10 ) 7 ( 0.05 ) 8 ( 0.05 ) 25 ( 0.06 )
医師 2 ( 0.02 ) 1 ( 0.03 ) 4 ( 0.03 ) 4 ( 0.03 ) 11 ( 0.03 )
SW(上記以外） 3 ( 0.04 ) 4 ( 0.14 ) 7 ( 0.05 ) 5 ( 0.03 ) 19 ( 0.05 )
薬剤師 2 ( 0.02 ) 0 ( 0.00 ) 2 ( 0.01 ) 1 ( 0.01 ) 5 ( 0.01 )
保健師 0 ( 0.00 ) 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.01 ) 1 ( 0.01 ) 2 ( 0.01 )
精神保健福祉士 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.03 ) 0 ( 0.00 ) 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.00 )
社会福祉士（SW) 1 ( 0.01 ) 0 ( 0.00 ) 2 ( 0.01 ) 2 ( 0.01 ) 5 ( 0.01 )
事務員 4 ( 0.05 ) 3 ( 0.10 ) 3 ( 0.02 ) 5 ( 0.03 ) 15 ( 0.04 )
管理栄養士 1 ( 0.01 ) 0 ( 0.00 ) 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.01 ) 2 ( 0.01 )
看護師 1 ( 0.01 ) 2 ( 0.07 ) 0 ( 0.00 ) 4 ( 0.03 ) 7 ( 0.02 )
医療心理に携わる者 5 ( 0.06 ) 1 ( 0.03 ) 5 ( 0.04 ) 5 ( 0.03 ) 16 ( 0.04 )
医師 1 ( 0.01 ) 1 ( 0.03 ) 2 ( 0.01 ) 3 ( 0.02 ) 7 ( 0.02 )
SW(上記以外） 2 ( 0.02 ) 0 ( 0.00 ) 2 ( 0.01 ) 2 ( 0.01 ) 6 ( 0.02 )
臨床検査技師 0 ( 0.00 ) 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.01 ) 1 ( 0.01 ) 2 ( 0.01 )
薬剤師 1 ( 0.01 ) 0 ( 0.00 ) 0 ( 0.00 ) 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.00 )
精神保健福祉士 1 ( 0.01 ) 0 ( 0.00 ) 0 ( 0.00 ) 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.00 )
事務員 2 ( 0.02 ) 1 ( 0.03 ) 4 ( 0.03 ) 3 ( 0.02 ) 10 ( 0.03 )
管理栄養士 2 ( 0.02 ) 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.01 ) 0 ( 0.00 ) 3 ( 0.01 )
医療心理に携わる者 1 ( 0.01 ) 2 ( 0.07 ) 1 ( 0.01 ) 3 ( 0.02 ) 7 ( 0.02 )
医師 0 ( 0.00 ) 0 ( 0.00 ) 1 ( 0.01 ) 1 ( 0.01 ) 2 ( 0.01 )
SW(上記以外） 1 ( 0.01 ) 0 ( 0.00 ) 2 ( 0.01 ) 1 ( 0.01 ) 4 ( 0.01 )

総計
（397施設）

相談
員４

相談
員５

表２　相談員の職種

相談
員１

相談
員２

相談
員３

大学付属病院
(85施設）

全がん協施設
(29施設）

500床未満病院
（136施設）

500床以上病院
(147施設）

 


